
 

令和７年度第２回 

新潟県自立支援協議会 各部会等の課題 
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相談支援体制の充実・
強化等

① 地域のニーズに応じた相談支援体制の充実・強化

・圏域部会
・研修企画ワーキンググループ
・障害者地域生活支援体制整備事
業

② 地域における重層的な相談支援体制の整備

① 地域生活支援拠点等の整備促進

② 地域生活支援拠点等の機能の充実

①
市町村を主体とした「精神障害にも対応した地域包括ケアシ
ステム」（以下、「にも包括」）の構築促進

② 多機関・多職種の重層的な連携による支援体制の構築

③ 精神疾患・精神障害に対する理解の促進、つながりづくり

④ 精神障害者の権利擁護

福祉施設から一般就
労への移行等

① 福祉施設から一般就労への移行促進、就労後の職場定着支援

・就労支援部会 ② 就労継続支援Ｂ型事業所等の工賃水準の向上

障害児支援の提供体
制の整備等

① 医療的ケア児、重症心身障害児者等の支援体制の充実

② 障害児支援の提供体制の充実及び質の向上

③ 難聴児の早期支援体制の整備

発達障害者支援体制
の整備

①
身近な地域で適切な支援を行うための支援体制及びライフス
テージに応じた切れ目のない支援・連携体制の構築

・発達障害者支援体制整備検討委
員会 ② 強度行動障害を有する者の支援体制の充実

①
医療福祉教育関係者の高次脳機能障害支援における対応力の
向上と地域支援ネットワークの構築

②
高次脳機能障害に関する理解の促進、身近な地域で必要な支
援が受けられる体制整備の推進

① 障害者虐待の防止

② 障害を理由とする差別の解消

③ 成年後見制度の利用促進

9

各圏域の課題

・圏域部会
・障害者地域生活支援体制整備
事業

① 各圏域の課題

協議事項一覧

項目 課　　　　　　題

1

4

2
地域生活支援の充実

・圏域部会

精神障害にも対応した地
域包括ケアシステムの構
築
・精神障害者支援体制構築部会
・圏域単位での保健・医療・福祉関
係者による協議の場

3

8

権利擁護の推進

・権利擁護部会（障害者差別解消
地域支援協議会）

7

高次脳機能障害者支
援体制の整備

・高次脳機能障害支援拠点運営
委員会
・高次脳機能障害相談支援セン
ター事業

・療育支援部会
・障害者地域生活支援体制整備事
業
・新生児聴覚検査体制整備推進協
議会

5

6
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課
題

取
組

方
針

令
和

７
年

度
の

取
組

内
容

令
和

７
年

度
の

取
組

へ
の

評
価

令
和

８
年

度
に

向
け

た
課

題
等

令
和

８
年

度
取

組
方

針
（
案

）
備

考
（
そ

の
他

）

地
域

の
ニ

ー
ズ

に
応

じ
た

相
談

支
援

体
制

の
充

実
・
強

化
○

相
談

支
援

専
門

員
の

確
保

、
資

質
の

向
上

○
各

種
法

定
研

修
の

実
施

・
相

談
支

援
従

事
者

初
任

者
研

修
(R

7
.7

～
1
0
の

計
7
日

間
）

　
修

了
者

：
8
9
人

・
相

談
支

援
従

事
者

現
任

研
修

(R
7
.1

2
～

R
8
.2

の
計

4
日

間
）

　
修

了
者

：
6
3
人

・
相

談
支

援
従

事
者

主
任

研
修

(R
7
.1

1
の

計
5
日

間
）

　
修

了
者

：
2
4
人

※
新

潟
県

相
談

支
援

専
門

員
協

会
に

委
託

※
演

習
指

導
者

及
び

イ
ン

タ
ー

バ
ル

実
習

の
受

入
れ

等
に

つ
い

て
、

市
町

村
基

幹
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー
や

委
託

相
談

支
援

事
業

所
へ

協
力

を
依

頼
・
専

門
コ

ー
ス

別
研

修
（
講

義
R

7
.6

.2
0
、

演
習

R
7
.6

.2
5
）

※
中

央
福

祉
相

談
セ

ン
タ

ー
実

施
 　

受
講

者
：
3
3
人

、
講

義
の

み
（
オ

ン
デ

マ
ン

ド
）
：
7
1
人

〇
相

談
支

援
体

制
の

充
実

・
強

化
等

に
向

け
た

検
討

（
P

3
）

・法
定

研
修

は
対

面
を

基
本

と
し

、
一

部
オ

ン
ラ

イ
ン

も
取

り
入

れ
な

が
ら

効
果

的
に

実
施

で
き

た
。

・主
任

研
修

は
、

申
込

を
市

町
村

経
由

と
す

る
こ

と
で

、
市

町
村

が
主

任
相

談
支

援
専

門
員

の
養

成
等

に
関

与
す

る
仕

組
と

し
た

。
地

域
に

お
け

る
中

核
的

役
割

を
担

う
人

材
で

あ
る

た
め

、
基

幹
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー
へ

の
受

講
勧

奨
が

必
要

。
・専

門
コ

ー
ス

別
研

修
は

、
相

談
支

援
専

門
員

と
児

童
発

達
支

援
管

理
責

任
者

の
両

方
を

対
象

と
し

、
相

互
の

役
割

理
解

や
協

働
関

係
の

構
築

に
つ

な
が

っ
た

。

〇
法

定
研

修
の

実
施

に
よ

る
人

材
育

成
及

び
資

質
向

上
〇

相
談

支
援

体
制

の
充

実
・
強

化
等

に
向

け
た

検
討

・
検

討
会

議
を

設
置

し
、

効
果

的
な

相
談

支
援

、
人

材
育

成
、

地
域

連
携

等
を

検
討

地
域

に
お

け
る

重
層

的
な

相
談

支
援

体
制

の
整

備
○

市
町

村
や

地
域

機
関

に
対

す
る

専
門

的
・
広

域
的

支
援

の
実

施
○

基
幹

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

の
設

置
促

進

○
専

門
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
の

派
遣

（
地

域
の

支
援

体
制

整
備

、
困

難
事

例
へ

の
助

言
等

）
（
P

4
～

6
）

○
相

談
支

援
拠

点
に

よ
る

市
町

村
、

圏
域

支
援

○
基

幹
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー
及

び
地

域
生

活
支

援
拠

点
等

市
町

村
等

の
整

備
促

進
に

向
け

た
担

当
者

会
議

の
開

催
　

※
中

央
福

祉
相

談
セ

ン
タ

ー
主

催
 　

①
R

7
.7

.3
0
　

参
加

者
：
6
0
人

 　
②

R
8
.2

.2
7
　

参
加

者
：
9
2
人

○
圏

域
別

研
修

の
実

施
〇

「
全

国
ブ

ロ
ッ

ク
会

議
」
で

の
実

践
報

告
（
北

陸
・
甲

信
越

1
1
/
2
6
、

北
海

道
・
東

北
1
2
/
5
）

・
専

門
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
派

遣
や

相
談

支
援

拠
点

に
よ

る
助

言
等

に
よ

り
、

市
町

村
の

基
幹

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

の
設

置
に

向
け

た
取

組
を

後
押

し
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

・
担

当
者

会
議

に
お

け
る

、
市

町
村

の
実

践
報

告
等

に
よ

り
、

好
事

例
の

横
展

開
を

図
る

こ
と

が
で

き
た

。

〇
市

町
村

・
地

域
機

関
に

対
す

る
専

門
的

・
広

域
的

支
援

の
実

施 〇
基

幹
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー
の

設
置

促
進

○
基

幹
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー
の

設
置

状
況

（
令

和
７

年
４

月
１

日
現

在
）

1
6
市

町
、

1
8
セ

ン
タ

ー

　
相

談
支

援
体

制
の

充
実

・
強

化
等

　
（
対

応
部

会
等

：
圏

域
部

会
、

研
修

企
画

ワ
ー

キ
ン

グ
、

障
害

者
地

域
生

活
支

援
体

制
整

備
事

業
）

協
議

事
項

①
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相
談
支
援
体
制
の
充
実
・強

化
等
に
向
け
た
検
討
に
つ
い
て

【
Ｒ
７
取

組
内
容
】

〇
市

町
村
・
圏
域
へ
の

個
別
訪
問
・
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
実

施
（延

べ
1
0
市

町
村

、
2
2
圏
域

）

〇
専

門
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
（
延
べ

９
回

）

〇
専

門
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
連
絡
会
議
（
1
1
/2
8
）

〇
基

幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
及
び
地
域
生
活
支
援
拠
点
等
の
整
備
促
進
に
向
け
た
市
町
村

等
担
当

者
会
議

（２
回

：7
/
3
0
、
2
/2
7
）

※
第

２
回
の
参
加
市
町
村
は
、
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
記

入
に
よ
る
現

状
確

認
を
実

施
。
（
「
地
域
に
お
け
る
障
害
者
等
の
相
談
支
援
体
制
の
構
築
に
必
要
な

理
解
と
実
践
（
厚
生
労
働
省
作

成
）」
）

〇
厚

生
労
働
省
主
催
「
全
国
ブ
ロ
ッ
ク
会

議
」
で
の

実
践
報

告
（北

陸
・
甲
信

越
1
1
/2
6
、
北
海
道
・東

北
1
2
/5

）

【
新

潟
県

の
現
状
及
び
課
題
等
（暫

定
版

）】

相
談
支
援
体
制
の
強
み

課
題

今
後
の
取
組
・
検
討
の
ポ
イ
ン
ト

・
障

害
者

地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

（～
R
3
）

に
よ
り
整
備
さ
れ
た
相
談
支
援
体
制
の

基
盤

・
県

、
圏

域
、
市
町
村
、
職
域
な
ど
の
強

固
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の

存
在

・
他

分
野

（
医
療
、
介
護
等
）と

の
連
携

・
官

民
協

働
、
官
民
連
携

・
専

門
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
に
よ
る
地

域
支

援
・
実

践
的

な
研
修
の
実
施

・
主

任
相

談
支
援
専
門
員
の
育
成

（
研

修
修

了
者
1
1
6
名
）

・
市

町
村

、
圏

域
に
お
け
る
相

談
支
援
体
制
の
地
域

差
（
基

幹
・
拠

点
の

整
備

等
）

・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
間

の
連

携
不
足

・
人

材
不

足
（
確

保
、
育

成
）

・
相
談
支
援
専
門
員
の
業
務
多
忙
や
役

割
の

不
明

確
さ

・
複

雑
な
制

度
変

更
へ
の

対
応

・
相

談
支

援
事

業
に
対

す
る
法
人
の
評
価
、
事
業
所

運
営

上
の

課
題

・
専

門
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
派

遣
事
業
の
活
用
促
進

・
市
町
村
支
援
の
さ
ら
な
る
強
化
（基

幹
・
拠
点
の

整
備
運
用
、
主
任
相
談
支
援
専
門
員
の
積
極
的

な
参
画
等
）

・
相
談
支
援
事
業
所
の
協
働
体
制
の
推
進

・
業

務
効

率
化

（Ｉ
Ｃ
Ｔ
・Ａ

Ｉ活
用

等
）の

推
進

・
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画
作
成
の
考
え
方
（
相
談

支
援
の
基
本
姿
勢
を
ベ
ー
ス
と
し
た
セ
ル
フ
プ

ラ
ン
の
活
用
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
期
間
の
適
切
な

設
定
等
）

・
人
材
育
成
の
取
組
強
化
（
効
果
的
な
研
修
実
施

等
）

・
専
門
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
事
業
の
周
知
及
び
派

遣
方
法
の
工
夫
・
充
実

- 4 -



N
o
.

申
請

日
申

込
者

所
属

依
頼

内
容

の
種

別
依

頼
分

野
依

頼
内

容
（

概
要

）
対

応
日

派
遣

場
所

1
R
7
.
5
.
1
9
上

越
地

域
振

興
局

健
康

福
祉

環
境

部
イ

 
困

難
事

例
に

係
る

助
言

エ
 
に

も
包

括

上
越

圏
域

事
業

で
あ

る
「

上
越

圏
域

地
域

移
行

・
地

域
定

着
支

援
従

事
者

研
修

会
」

（
全

7
回

）
の

第
1
回

目
に

出
席

し
て

い
た

だ
き

、
退

院
支

援
が

困
難

な
ケ

ー
ス

に
つ

い
て

、
今

後
の

支
援

の
方

向
性

や
支

援
方

法
に

つ
い

て
助

言
を

い
た

だ
き

た
い

。
地

域
移

行
・

地
域

定
着

を
よ

り
推

進
す

る
も

の
と

な
る

よ
う

、
地

域
の

実
情

等
を

踏
ま

え
た

ア
ド

バ
イ

ス
を

い
た

だ
き

た
い

。

R7
.5
.2
6

上
越

地
域

振
興

局
健

康
福

祉
環

境
部

第
１

会
議

室

2
R
7
.
5
.
1
9
柏

崎
市

福
祉

課
刈

羽
村

福
祉

保
健

課
ア

 
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
構

築
エ

 
に

も
包

括

以
下

の
に

も
包

括
構

築
に

関
す

る
専

門
的

助
言

を
い

た
だ

き
た

い
。

・
柏

崎
刈

羽
地

域
に

お
け

る
ピ

ア
サ

ポ
ー

ト
活

動
の

活
性

策
・

リ
カ

バ
リ

ー
ス

ト
ー

リ
ー

発
表

会
の

設
及

び
効

果
的

な
実

施
方

法
・

ピ
ア

サ
ポ

ー
ト

活
動

を
含

め
た

に
も

包
括

構
築

策

①
R7
.6
.1
9

②
R7
.1
1.
5

③
R8
.2

①
長

岡
地

域
振

興
局 ②

柏
崎

市
役

所
③

未
定

3
R
7
.
6
.
4
妙

高
市

役
所

　
福

祉
介

護
課

イ
 
困

難
事

例
に

係
る

助
言

エ
 
に

も
包

括

上
越

圏
域

事
業

で
あ

る
「

上
越

圏
域

地
域

移
行

・
地

域
定

着
支

援
従

事
者

研
修

会
」

（
全

7
回

）
の

第
2
回

目
に

出
席

し
て

い
た

だ
き

、
退

院
支

援
が

困
難

な
ケ

ー
ス

に
つ

い
て

、
今

後
の

支
援

の
方

向
性

や
支

援
方

法
に

つ
い

て
助

言
を

い
た

だ
き

た
い

。
地

域
移

行
・

地
域

定
着

を
よ

り
推

進
す

る
も

の
と

な
る

よ
う

、
地

域
の

実
情

等
を

踏
ま

え
た

ア
ド

バ
イ

ス
を

い
た

だ
き

た
い

。

R7
.6
.1
8

高
田

西
城

病
院

4
R
7
.
6
.
4
上

越
地

域
振

興
局

健
康

福
祉

環
境

部
ア

 
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
構

築
ア

 
相

談
支

援
令

和
７

年
度

圏
域

相
談

支
援

体
制

整
備

事
業

実
施

に
伴

う
「

連
絡

調
整

会
議

事
業

実
施

計
画

」
及

び
「

圏
域

別
研

修
実

施
計

画
」

作
成

に
向

け
て

、
助

言
を

い
た

だ
き

た
い

。
R7
.6
.2
3

社
会

福
祉

法
人

上
越

福
祉

会
障

害
児

（
者

）
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー
か

な
や

5
R
7
.
7
.
2
2
上

越
地

域
振

興
局

健
康

福
祉

環
境

部
ア

 
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
構

築
ア

 
相

談
支

援

・
令

和
７

年
度

圏
域

相
談

支
援

体
制

整
備

事
業

の
研

修
実

施
に

向
け

て
、

上
越

地
域

事
情

に
精

通
し

た
専

門
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
か

ら
計

画
段

階
（

研
修

内
容

、
講

師
選

定
、

参
集

範
囲

、
各

市
と

の
調

整
等

）
よ

り
前

回
に

引
き

続
き

助
言

を
い

た
だ

き
た

い
。

・
当

部
で

企
画

す
る

研
修

の
詳

細
に

つ
い

て
、

前
回

い
た

だ
い

た
助

言
を

も
と

に
具

体
的

な
計

画
案

を
作

成
し

て
い

る
と

こ
ろ

だ
が

、
講

師
の

選
定

及
び

研
修

の
内

容
に

つ
い

て
、

現
時

点
で

の
研

修
計

画
に

つ
い

て
助

言
い

た
だ

き
た

い
。

・
前

回
派

遣
い

た
だ

い
た

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

に
引

き
続

き
依

頼
し

た
い

。
　

（
社

会
福

祉
法

人
上

越
福

祉
会

　
障

害
児

（
者

）
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー
か

な
や

　
平

原
朝

子
氏

）

R7
.8
.4

上
越

健
康

福
祉

環
境

部

6
R
7
.
6
.
2
3
三

条
市

教
育

委
員

会
イ

 
困

難
事

例
に

係
る

助
言

カ
 
強

度
行

動
障

害

・
強

度
行

動
障

害
児

が
所

属
す

る
学

校
及

び
利

用
し

て
い

る
通

所
事

業
所

の
職

員
等

に
対

し
、

ケ
ー

ス
へ

の
具

体
的

な
対

応
及

び
支

援
に

つ
い

て
助

言
等

・
強

度
行

動
障

害
児

の
家

族
支

援
に

つ
い

て
助

言

R7
.8
.5

月
ヶ

岡
特

別
支

援
学

校

新
潟
県
障
害
者
地
域
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
（
専
門
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
事
業
）
の
利
用
状
況
に
つ
い
て

専
門

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

派
遣

事
業

の
利

用
実

績
　

…
　

1
6
件

（
R
8
.
2
月

末
時

点
）

（
内

訳
）

・
分

　
野

：
相

談
支

援
体

制
整

備
…

６
件

、
療

育
支

援
…

１
件

、
に

も
包

括
…

６
件

、
権

利
擁

護
…

１
件

、
強

度
行

動
障

害
…

２
件

・
依

頼
者

：
長

岡
地

域
振

興
局

１
件

、
上

越
地

域
振

興
局

…
６

件
、

上
越

市
１

件
、

柏
崎

市
１

件
、

妙
高

市
…

１
件

、
三

条
市

…
２

件
、

五
泉

市
１

件
、

見
附

市
２

件
、

糸
魚

川
市

１
件

- 5 -



N
o
.

申
請

日
申

込
者

所
属

依
頼

内
容

の
種

別
依

頼
分

野
依

頼
内

容
（

概
要

）
対

応
日

派
遣

場
所

7
R
7
.
5
.
1
5
上

越
市

福
祉

課
す

こ
や

か
な

く
ら

し
支

援
室

イ
 
困

難
事

例
に

係
る

助
言

エ
 
に

も
包

括

研
修

会
に

出
席

し
て

い
た

だ
き

、
長

期
入

院
中

で
あ

り
退

院
支

援
が

困
難

な
ケ

ー
ス

な
ど

に
つ

い
て

、
今

後
の

支
援

の
方

向
性

や
支

援
方

法
に

つ
い

て
助

言
を

い
た

だ
き

た
い

。
地

域
移

行
・

地
域

定
着

を
よ

り
推

進
す

る
も

の
と

な
る

よ
う

、
地

域
の

実
情

等
を

踏
ま

え
た

ア
ド

バ
イ

ス
を

い
た

だ
き

た
い

。

①
R7
.7
.2
8

②
R7
.1
1.
17

③
R7
.1
2.
17

①
②

上
越

地
域

振
興

局
健

康
福

祉
環

境
部

③
さ

い
が

た
医

療
セ

ン
タ

ー

8
R
7
.
9
.
3
上

越
地

域
振

興
局

健
康

福
祉

環
境

部
ア

 
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
構

築
ア

 
相

談
支

援

・
令

和
７

年
度

圏
域

相
談

支
援

体
制

整
備

事
業

の
研

修
実

施
に

向
け

て
、

上
越

地
域

事
情

に
精

通
し

た
専

門
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
か

ら
前

回
に

引
き

続
き

助
言

を
い

た
だ

き
た

い
。

・
当

部
で

企
画

す
る

研
修

の
詳

細
に

つ
い

て
、

前
回

い
た

だ
い

た
助

言
を

も
と

に
具

体
的

な
案

を
作

成
し

て
い

る
と

こ
ろ

だ
が

、
研

修
の

内
容

に
つ

い
て

、
講

師
等

と
打

合
せ

を
行

う
た

め
、

同
席

し
て

い
た

だ
き

た
い

。
・

前
回

派
遣

い
た

だ
い

た
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
に

引
き

続
き

依
頼

し
た

い
。

　
（

社
会

福
祉

法
人

上
越

福
祉

会
　

障
害

児
（

者
）

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

か
な

や
　

平
原

朝
子

氏
）

R
7
.
1
0
.
8

上
越

健
康

福
祉

環
境

部

9
R
7
.
9
.
9
三

条
市

福
祉

保
健

部
福

祉
課

障
が

い
支

援
係

ウ
 
シ

ス
テ

ム
の

立
ち

上
げ

カ
 
強

度
行

動
障

害

今
年

度
、

三
条

市
地

域
自

立
支

援
協

議
会

の
部

会
（

計
画

推
進

部
会

）
に

お
い

て
、

生
活

介
護

事
業

所
及

び
放

課
後

等
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
事

業
所

の
支

援
者

の
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
を

目
的

に
、

県
強

度
行

動
障

が
い

者
支

援
研

修
受

講
者

を
対

象
と

し
た

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
研

修
を

実
施

し
た

い
と

考
え

て
お

り
、

企
画

段
階

か
ら

助
言

を
い

た
だ

き
た

い
。

ま
た

、
研

修
の

一
環

と
し

て
先

進
事

業
所

の
視

察
も

検
討

し
て

い
る

。
事

業
所

の
選

定
等

に
つ

い
て

、
県

内
事

業
所

の
状

況
を

教
え

て
い

た
だ

き
な

が
ら

検
討

し
て

い
き

た
い

。

R
7
.
1
0
.
2
3

オ
ン

ラ
イ

ン

1
0

R
7
.
1
0
.
1
7
上

越
地

域
振

興
局

健
康

福
祉

環
境

部
オ

 
相

談
支

援
従

事
者

の
技

術
向

上
ウ

 
療

育
支

援

【
上

越
圏

域
療

育
部

会
の

研
修

】
第

２
回

打
合

せ
　

講
師

３
名

が
決

定
し

、
打

合
わ

せ
を

行
う

た
め

、
第

２
回

（
１

２
/
１

）
に

出
席

い
た

だ
き

た
い

。
　

開
催

時
期

：
令

和
７

年
１

２
月

（
予

定
）

　
会

場
：

上
越

市
市

民
プ

ラ
ザ

　
対

象
者

：
上

越
圏

域
に

所
在

す
る

相
談

支
援

事
業

所
、

児
童

発
達

支
援

事
業

所
、

放
課

後
等

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

事
業

所
の

職
員

　
プ

ロ
グ

ラ
ム

案
：

講
義

、
事

例
紹

介
、

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
等

R
7
.
1
2
.
1

上
越

健
康

福
祉

環
境

部

1
1

R
7
.
1
0
.
2
4
五

泉
市

障
が

い
者

基
幹

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

ア
 
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
構

築
ア

 
相

談
支

援
地

域
生

活
支

援
拠

点
等

の
面

的
整

備
を

行
っ

た
が

、
地

域
の

相
談

機
能

や
体

制
づ

く
り

に
お

い
て

検
討

を
行

い
、

機
能

の
充

実
を

図
り

た
い

の
で

、
専

門
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
を

派
遣

い
た

だ
き

た
い

。
R
7
.
1
2
.
2
4

五
泉

市
障

が
い

者
基

幹
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー

1
2

R
7
.
1
1
.
1
0
見

附
市

健
康

福
祉

課
障

害
福

祉
係

ウ
 
シ

ス
テ

ム
の

立
ち

上
げ

ア
 
相

談
支

援
毎

月
1
回

市
内

委
託

支
援

事
業

所
連

絡
会

議
に

お
い

て
、

基
幹

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

の
勉

強
会

を
予

定
。

勉
強

会
に

つ
い

て
、

内
容

の
組

み
立

て
方

等
ご

助
言

い
た

だ
き

た
く

、
事

前
打

ち
合

わ
せ

を
お

願
い

し
た

い
。

R
7
.
1
1
.
2
5

見
附

市
保

健
福

祉
セ

ン
タ

ー
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N
o
.

申
請

日
申

込
者

所
属

依
頼

内
容

の
種

別
依

頼
分

野
依

頼
内

容
（

概
要

）
対

応
日

派
遣

場
所

1
3

R
7
.
1
1
.
1
4
長

岡
地

域
振

興
局

健
康

福
祉

環
境

部
オ

 
相

談
支

援
従

事
者

の
技

術
向

上
オ

 
権

利
擁

護
今

年
度

開
催

し
た

４
圏

域
（

中
越

、
魚

沼
、

県
央

、
佐

渡
）

合
同

研
修

会
「

障
害

者
の

意
思

決
定

支
援

を
考

え
る

」
の

続
編

を
開

催
し

た
い

。
R
7
.
1
2
.
9

オ
ン

ラ
イ

ン

1
4

R
7
.
9
.
1
9
糸

魚
川

市
市

民
部

福
祉

事
務

所
地

域
包

括
ケ

ア
係

イ
 
困

難
事

例
に

係
る

助
言

エ
 
に

も
包

括

研
修

会
に

出
席

し
て

い
た

だ
き

、
長

期
入

院
中

で
あ

り
退

院
支

援
が

困
難

な
ケ

ー
ス

な
ど

に
つ

い
て

、
今

後
の

支
援

の
方

向
性

や
支

援
方

法
に

つ
い

て
助

言
を

い
た

だ
き

た
い

。
地

域
移

行
・

地
域

定
着

を
よ

り
推

進
す

る
も

の
と

な
る

よ
う

、
地

域
の

実
情

等
を

踏
ま

え
た

ア
ド

バ
イ

ス
を

い
た

だ
き

た
い

。

R
7
.
9
.
2
4

三
交

病
院

1
5

R
7
.
1
2
.
1
2
上

越
地

域
振

興
局

健
康

福
祉

環
境

部
ア

 
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
構

築
エ

 
に

も
包

括

上
越

圏
域

事
業

で
あ

る
「

上
越

圏
域

地
域

移
行

・
地

域
定

着
支

援
従

事
者

研
修

会
」

（
全

7
回

）
の

第
7
回

目
に

出
席

し
て

い
た

だ
き

、
本

年
に

実
施

し
た

「
支

援
従

事
者

研
修

会
」

の
中

で
出

て
き

た
地

域
課

題
の

整
理

及
び

地
域

課
題

の
解

決
に

向
け

て
ど

の
よ

う
な

対
応

策
を

整
備

し
て

い
く

べ
き

か
と

い
う

検
討

を
お

こ
な

う
に

あ
た

り
、

助
言

を
い

た
だ

き
た

い
。

R
8
.
2
.
1
6

上
越

地
域

振
興

局
健

康
福

祉
環

境
部

第
１

会
議

室

1
6

R
7
.
1
1
.
1
0
見

附
市

健
康

福
祉

課
障

害
福

祉
係

オ
 
相

談
支

援
従

事
者

の
技

術
向

上
ア

 
相

談
支

援
基

幹
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー
の

役
割

機
能

や
他

市
町

村
の

情
報

提
供

な
ど

ご
助

言
い

た
だ

き
た

い
。

R
8
.
1
.
1
6

見
附

市
保

健
福

祉
セ

ン
タ

ー

- 7 -



課
題

取
組

方
針

令
和

７
年

度
の

取
組

内
容

令
和

７
年

度
の

取
組

へ
の

評
価

令
和

８
年

度
に

向
け

た
課

題
等

令
和

８
年

度
取

組
方

針
（
案

）
備

考
（
そ

の
他

）

地
域

生
活

支
援

拠
点

等
の

整
備

促
進

○
未

整
備

の
市

町
村

や
単

独
で

の
整

備
が

難
し

い
小

規
模

市
町

村
に

お
け

る
整

備
促

進

○
圏

域
部

会
等

に
お

け
る

情
報

共
有

・
各

市
町

村
・
圏

域
に

お
け

る
整

備
状

況
等

に
つ

い
て

情
報

共
有

を
行

い
、

整
備

に
向

け
た

検
討

等
を

実
施

。

○
基

幹
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー
及

び
地

域
生

活
支

援
拠

点
等

市
町

村
等

の
整

備
促

進
に

向
け

た
担

当
者

会
議

の
開

催
　

※
中

央
福

祉
相

談
セ

ン
タ

ー
主

催
　

 ①
R

7
.7

.3
0
　

参
加

者
：
6
0
人

 　
②

R
8
.2

.2
7
　

参
加

者
：
9
2
人

・
圏

域
部

会
に

お
け

る
情

報
共

有
や

、
担

当
者

会
議

に
お

け
る

市
町

村
の

実
践

報
告

等
に

よ
り

、
好

事
例

の
横

展
開

を
図

る
こ

と
が

で
き

た
。

○
未

整
備

の
市

町
村

や
単

独
で

の
整

備
が

難
し

い
小

規
模

市
町

村
に

お
け

る
整

備
促

進

現
在

の
圏

域
及

び
市

町
村

に
お

け
る

検
討

状
況

（
P

7
～

1
1
）

※
令

和
７

年
４

月
１

日
現

在
の

整
備

数
：
2
5
市

町
村

（
村

上
市

、
胎

内
市

、
新

発
田

市
、

五
泉

市
、

阿
賀

野
市

、
阿

賀
町

、
新

潟
市

、
三

条
市

、
加

茂
市

、
燕

市
、

田
上

町
、

見
附

市
、

長
岡

市
、

柏
崎

市
、

小
千

谷
市

、
出

雲
崎

町
、

刈
羽

村
、

魚
沼

市
、

南
魚

沼
市

、
十

日
町

市
、

湯
沢

町
、

上
越

市
、

妙
高

市
、

糸
魚

川
市

、
佐

渡
市

）

地
域

生
活

支
援

拠
点

等
の

機
能

の
充

実
○

整
備

済
の

地
域

生
活

支
援

拠
点

等
の

運
用

状
況

の
検

証
及

び
検

討
○

圏
域

部
会

等
に

お
け

る
情

報
共

有
・
各

市
町

村
・
圏

域
に

お
け

る
整

備
状

況
等

に
つ

い
て

情
報

共
有

を
行

い
、

整
備

に
向

け
た

検
討

等
を

実
施

。

○
基

幹
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー
及

び
地

域
生

活
支

援
拠

点
等

市
町

村
等

の
整

備
促

進
に

向
け

た
担

当
者

会
議

の
開

催
　

※
中

央
福

祉
相

談
セ

ン
タ

ー
主

催
　

 ①
R

7
.7

.3
0
　

参
加

者
：
6
0
人

 　
②

R
8
.2

.2
7
　

参
加

者
：
9
2
人

○
相

談
支

援
拠

点
や

専
門

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

派
遣

等
に

よ
る

、
市

町
村

へ
の

個
別

支
援

の
実

施
・
地

域
生

活
支

援
拠

点
等

の
機

能
強

化
に

向
け

た
助

言

・
圏

域
部

会
に

お
け

る
情

報
共

有
や

、
担

当
者

会
議

に
お

け
る

市
町

村
の

実
践

報
告

等
に

よ
り

、
好

事
例

の
横

展
開

を
図

る
こ

と
が

で
き

た
。

・
専

門
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
派

遣
や

相
談

支
援

拠
点

に
よ

る
助

言
等

に
よ

り
、

市
町

村
に

お
け

る
地

域
生

活
支

援
拠

点
等

の
機

能
強

化
に

向
け

た
検

討
を

後
押

し
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

○
整

備
済

の
地

域
生

活
支

援
拠

点
等

の
運

用
状

況
の

検
証

及
び

機
能

強
化

に
向

け
た

検
討

　
地

域
生

活
支

援
の

充
実

（
地

域
生

活
支

援
拠

点
等

の
整

備
）

　
（
対

応
部

会
等

：
圏

域
部

会
）

協
議

事
項

②
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課
題

取
組
方
針

令
和
７
年
度
の
取
組
内
容

令
和
７
年
度
の
取
組
へ
の
評
価

令
和
８
年
度
に
向
け
た
課
題
等

令
和
８
年
度
取
組
方
針
（案
）

備
考
（そ
の
他
）

市
町
村
を
主
体
と
し
た
「精
神
障

害
に
も
対
応
し
た
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
」（
以
下
、
「に
も
包

括
」）
の
構
築
促
進

〇
市
町
村
単
位
の
保
健
・医
療
・福

祉
関
係
者
に
よ
る
協
議
の
場
の
設

置
促
進

○
保
健
・医
療
・福
祉
関
係
者
に
よ
る
協
議
の
場
に
お
け
る
取
組

・市
町
村
単
位
で
協
議
の
場
が
設
置
さ
れ
、
地
域
の
現
状
分
析
、
課
題
解
決
の
た
め
の
企
画

等
に
関
す
る
検
討
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
保
健
所
や
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
支
援
す

る
。

・圏
域
単
位
で
の
協
議
の
場
を
設
置
し
、
圏
域
全
体
の
調
整
を
行
う
（７
圏
域
設
置
済
み
）

　
※
協
議
の
場
を
設
置
し
て
い
る
市
町
村
：2
7市
町
村

　
※
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（県
相
談
支
援
拠
点
）に
お
け
る
圏
域
部
会
支
援
実
績
：５
回

　
※
障
害
者
地
域
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
の
活
用
状
況
（R
8年
2月
末
）

　
　
　
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（県
相
談
支
援
拠
点
）に
よ
る
支
援
：市
町
村
３
件

　
　
　
専
門
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
：圏
域
２
件

〇
「に
も
包
括
」を
頑
張
る
市
町
村
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

・障
害
者
地
域
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
を
活
用
し
、
希
望
の
あ
っ
た
市
町
村
に
対
し
重
点

的
・継
続
的
な
支
援
を
行
い
、
「に
も
包
括
」構
築
の
よ
り
一
層
の
推
進
を
図
る
。

・胎
内
市
及
び
燕
市
を
対
象
に
実
施
。

○
「に
も
包
括
」構
築
推
進
市
町
村
等
担
当
者
会
議

・2
月
27
日
開
催
。
23
市
町
村
出
席
。

・講
義
「に
も
包
括
に
お
け
る
市
町
村
の
役
割
」や
情
報
交
換
等
。

○
市
町
村
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
、
希
望
の
あ
っ
た
市
町
村
に
対

し
、
集
中
的
・継
続
的
な
支
援
を
行

う
こ
と
が
で
き
、
相
談
事
例
か
ら
地

域
の
現
状
や
課
題
を
整
理
し
た

り
、
福
祉
分
野
と
保
健
分
野
の
連

携
に
も
つ
な
が
る
等
の
効
果
が
見

ら
れ
た
。
当
事
者
の
意
見
や
希
望

を
協
議
に
反
映
さ
せ
て
い
く
こ
と
は

今
後
の
課
題
で
あ
る
。

○
市
町
村
等
担
当
者
会
議
は
、
市

町
村
担
当
者
と
県
担
当
者
の
情
報

共
有
等
の
場
と
し
て
有
効
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
今
後
、
市
町
村
か

ら
の
実
践
報
告
等
も
取
り
入
れ
、

好
事
例
の
横
展
開
を
図
る
。

〇
市
町
村
単
位
の
保
健
・医
療
・福

祉
関
係
者
に
よ
る
協
議
の
場
の
設

置
促
進

○
保
健
所
や
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

よ
る
支
援

○
「に
も
包
括
」を
頑
張
る
市
町
村
応
援
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
継
続

○
「に
も
包
括
」構
築
推
進
市
町
村
等
担

当
者
会
議
の
継
続

多
機
関
・多
職
種
の
重
層
的
な

連
携
に
よ
る
支
援
体
制
の
構
築

〇
市
町
村
単
位
の
保
健
・医
療
・福

祉
関
係
者
に
よ
る
協
議
の
場
の
設

置
促
進
（再
掲
）

〇
精
神
保
健
福
祉
関
係
職
員
の
人

材
育
成

〇
医
療
機
関
と
の
連
携
推
進

〇
多
職
種
に
よ
る
訪
問
支
援

○
研
修
会
等
の
開
催

・「
精
神
障
害
に
も
対
応
し
た
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
研
修
会
」

　
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
の
講
義
及
び
参
集
で
の
演
習
（1
0月
６
日
）に
よ
り
実
施
。
31
名
出
席
。

・「
自
治
体
職
員
の
た
め
の
精
神
保
健
福
祉
業
務
に
関
す
る
基
礎
研
修
会
」

　
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
の
講
義
及
び
参
集
で
の
演
習
（1
0月
６
日
）に
よ
り
実
施
。
22
名
出
席
。

・「
精
神
保
健
福
祉
業
務
エ
キ
ス
パ
ー
ト
研
修
会
」

　
３
月
５
日
開
催
。
27
名
出
席
。

〇
「病
院
と
地
域
機
関
の
連
絡
会
」の
開
催

・医
療
と
保
健
・福
祉
の
相
互
理
解
・連
携
強
化
を
図
る
た
め
、
事
例
検
討
や
情
報
交
換
を
実

施
。

○
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
支
援
事
業

・精
神
疾
患
が
疑
わ
れ
る
未
治
療
者
等
を
対
象
に
、
多
職
種
チ
ー
ム
に
よ
る
訪
問
を
実
施
。

・医
療
機
関
２
か
所
に
委
託
。

○
精
神
保
健
福
祉
業
務
エ
キ
ス

パ
ー
ト
研
修
は
、
行
政
機
関
で
中

核
を
担
う
職
員
を
対
象
に
実
施
し
、

緊
急
性
の
高
い
相
談
へ
の
対
応

等
を
学
ぶ
内
容
と
し
た
。
今
後
も
地

域
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
研
修
の
実

施
が
必
要
。

○
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
支
援
事
業
は
、
支

援
に
つ
な
が
っ
た
ケ
ー
ス
に
つ
い

て
は
一
定
の
効
果
が
見
ら
れ
て
い

る
が
、
訪
問
に
つ
な
が
る
ま
で
の

ハ
ー
ド
ル
が
高
く
新
規
利
用
に
つ

な
が
り
づ
ら
い
現
状
が
あ
る
。

〇
市
町
村
単
位
の
保
健
・医
療
・福

祉
関
係
者
に
よ
る
協
議
の
場
の
設

置
促
進
（再
掲
）

〇
精
神
保
健
福
祉
関
係
職
員
の
人

材
育
成

〇
医
療
機
関
と
の
連
携
推
進

〇
多
職
種
に
よ
る
訪
問
支
援

○
精
神
保
健
福
祉
関
係
職
員
を
対
象
と
し

た
研
修
会
の
開
催

○
病
院
と
地
域
機
関
の
連
絡
会
の
開
催

○
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て

の
検
討

精
神
疾
患
・精
神
障
害
に
対
す

る
理
解
の
促
進
、
つ
な
が
り
づ
く

り

〇
精
神
疾
患
・精
神
障
害
に
関
す

る
普
及
啓
発
の
推
進

〇
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
活
動
の
推
進

○
精
神
障
害
者
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
事
業

・ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
活
動
を
行
う
人
材
育
成
等
の
事
業
を
、
圏
域
単
位
で
実
施
し
た
。

・５
圏
域
に
お
い
て
社
会
福
祉
法
人
等
に
委
託
。

○
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
活
動
に
係
る
交
流
会

・1
1月
11
日
開
催
。
34
人
参
加
。

○
精
神
障
害
者
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
事

業
に
つ
い
て
は
、
２
圏
域
で
委
託

先
が
変
更
と
な
っ
た
が
、
円
滑
な

事
業
運
営
の
た
め
に
保
健
所
に
よ

る
支
援
を
要
し
た
。
地
域
で
ピ
ア
サ

ポ
ー
ト
活
動
が
根
付
い
て
い
く
た
め

に
は
市
町
村
の
関
わ
り
も
必
要
で

あ
る
。

○
当
県
で
は
未
実
施
で
あ
る
「心

の
サ
ポ
ー
タ
ー
」養
成
に
つ
い
て
、

次
期
障
害
福
祉
計
画
の
成
果
目

標
に
位
置
付
け
ら
れ
る
予
定
で
あ

り
、
当
県
で
の
実
施
に
つ
い
て
検

討
が
必
要
で
あ
る
。

〇
精
神
疾
患
・精
神
障
害
に
関
す
る

普
及
啓
発
の
推
進

〇
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
活
動
の
推
進

○
精
神
障
害
者
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
実

施
に
よ
る
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
活
動
へ
の
支
援

○
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
活
動
に
係
る
交
流
会
の

開
催

○
「心
の
サ
ポ
ー
タ
ー
」養
成
に
係
る
検
討

精
神
障
害
者
の
権
利
擁
護

〇
入
院
患
者
の
権
利
擁
護
の
仕
組

み
づ
く
り

〇
入
院
者
訪
問
支
援
事
業
の
実
施

・1
1月
か
ら
訪
問
支
援
員
派
遣
受
付
を
開
始
。
2月
末
現
在
訪
問
件
数
２
件
。

〇
精
神
科
病
院
に
お
け
る
虐
待
防
止
の
取
組

○
入
院
者
訪
問
支
援
事
業
に
つ
い

て
は
、
精
神
科
病
院
に
対
す
る
周

知
が
必
要
で
あ
る
。

〇
入
院
患
者
の
権
利
擁
護
の
仕
組

み
づ
く
り

○
病
院
関
係
者
が
集
ま
る
会
議
等
で
の
事

業
説
明
や
、
病
棟
内
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示
等

を
検
討
。

　
精
神
障
害
に
も
対
応
し
た
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

　
（
対
応
部
会
等
：
精
神
障
害
者
支
援
体
制
構
築
部
会
、
圏
域
単
位
で
の
保
健
・
医
療
・
福
祉
関
係
者
に
よ
る
協
議
の
場
、
障
害
者
地
域
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
）

協
議
事
項
③
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課
題

取
組

方
針

令
和

７
年

度
の

取
組

内
容

令
和

７
年

度
の

取
組

へ
の

評
価

令
和

８
年

度
に

向
け

た
課

題
等

令
和

８
年

度
取

組
方

針
（案

）
備

考
（
そ

の
他

）

福
祉

施
設

か
ら

一
般

就
労

へ
の

移
行

促
進

、
就

労
後

の
職

場
定

着
支

援

○
就

労
移

行
支

援
事

業
所

及
び

就
労

定
着

支
援

事
業

所
に

お
け

る
支

援
の

質
の

向
上

○
関

係
機

関
の

連
携

に
よ

る
就

職
準

備
か

ら
職

場
定

着
ま

で
の

一
貫

し
た

支
援

○
就

労
選

択
支

援
の

円
滑

な
実

施

○
就

労
支

援
部

会
の

開
催

（第
1回

：R
7.

8.
27

）
　

議
題

：就
労

選
択

支
援

サ
ー

ビ
ス

に
つ

い
て

○
新

潟
県

雇
用

促
進

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

チ
ー

ム
（P

T
）及

び
ワ

ー
キ

ン
グ

グ
ル

ー
プ

（W
G

）に
構

成
員

と
し

て
参

画
　

「毎
年

、
6月

1日
時

点
の

実
雇

用
率

が
法

定
雇

用
率

以
上

と
な

る
と

と
も

に
、

雇
用

率
達

成
企

業
割

合
が

前
年

値
以

上
と

な
る

こ
と

」を
目

標
に

掲
げ

、
各

機
関

の
連

携
し

た
取

組
を

実
施

。
・P

T
打

合
会

議
　

R
8.

1.
23

・W
G

打
合

会
議

　
R

7.
5.

28
、

R
7.

11
.2

7

・
R

7
.1

0
月

に
開

始
さ

れ
た

就
労

選
択

支
援

事
業

に
つ

い
て

、
県

内
で

は
８

事
業

所
が

指
定

を
受

け
て

い
る

。
（
R

8
.2

月
現

在
）

・
各

地
域

に
お

け
る

就
労

選
択

支
援

、
就

労
ア

セ
ス

メ
ン

ト
体

制
の

整
備

を
推

進
す

る
た

め
、

先
進

的
地

域
の

取
組

の
共

有
等

を
行

う
必

要
が

あ
る

。

○
就

労
移

行
支

援
事

業
所

及
び

就
労

定
着

支
援

事
業

所
に

お
け

る
支

援
の

質
の

向
上

○
関

係
機

関
の

連
携

に
よ

る
就

職
準

備
か

ら
職

場
定

着
ま

で
の

一
貫

し
た

支
援

○
就

労
選

択
支

援
の

円
滑

な
実

施

【
参

考
：
R

6
年

度
実

績
】

○
 福

祉
施

設
利

用
者

の
一

般
就

労
移

行
者

数
：

3
9
9
人

 　
対

前
年

度
比

  
1
7
人

の
増

加
（
R

5
：
3
8
2
人

）

就
労

継
続

支
援

Ｂ
型

事
業

所
等

の
工

賃
水

準
の

向
上

○
事

業
所

が
提

供
す

る
授

産
製

品
・サ

ー
ビ

ス
の

質
の

向
上

と
仕

事
量

の
確

保

○
就

労
支

援
部

会
の

開
催

（第
2回

：R
8.

1.
20

）
　

議
題

：工
賃

向
上

に
係

る
現

状
と

課
題

に
つ

い
て

　
　

　
　

今
後

の
取

組
の

方
向

性
に

つ
い

て

○
工

賃
向

上
研

修
会

の
開

催
（R

8.
1.

20
：W

eb
開

催
）

　
13

7事
業

所
、

11
市

　
19

8名
参

加
（申

込
）

　
内

容
：行

政
説

明
、

事
例

発
表

（３
事

業
所

）

○
授

産
活

動
プ

ロ
デ

ュ
ー

ス
事

業
　

・授
産

活
動

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
事

業
　

・新
規

分
野

進
出

支
援

事
業

（５
事

業
所

に
補

助
）

　
・農

福
連

携
事

業
　

　
農

福
連

携
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
配

置
　

　
農

福
マ

ル
シ

ェ
開

催
　

R
7.

11
.8

○
障

害
者

優
先

調
達

推
進

法
に

基
づ

く
物

品
等

の
調

達

・
工

賃
向

上
研

修
会

を
開

催
し

、
事

例
発

表
を

通
じ

、
工

賃
向

上
を

実
現

し
て

い
る

事
業

所
の

取
組

の
視

点
や

手
法

を
共

有
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

・
企

業
等

か
ら

の
発

注
促

進
に

向
け

、
事

業
所

の
多

様
な

製
品

・
サ

ー
ビ

ス
や

共
同

受
注

窓
口

の
効

果
的

な
P

R
方

法
の

検
討

。
・
利

用
者

の
高

齢
化

や
重

度
化

等
、

各
事

業
所

が
抱

え
る

課
題

を
踏

ま
え

て
、

工
賃

の
向

上
と

サ
ー

ビ
ス

の
質

の
向

上
、

両
方

の
視

点
か

ら
取

組
を

考
え

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

○
事

業
所

が
提

供
す

る
授

産
製

品
・
サ

ー
ビ

ス
の

質
の

向
上

と
仕

事
量

の
確

保

【
参

考
：
R

6
年

度
実

績
】

 ○
就

労
継

続
支

援
B

型
事

業
所

の
作

業
工

賃
月

額
　

：
2
1
,7

7
8
円

　
対

前
年

度
比

 1
,0

6
3
円

の
増

加
(R

5
：
2
0
,7

1
5

円
)

　
福

祉
施

設
か

ら
一

般
就

労
へ

の
移

行
等

　
（
対

応
部

会
等

：
就

労
支

援
部

会
）

協
議

事
項

④
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課
題

取
組

方
針

令
和

７
年

度
の

取
組

内
容

令
和

７
年

度
の

取
組

へ
の

評
価

令
和

８
年

度
に

向
け

た
課

題
等

令
和

８
年

度
取

組
方

針
（案

）
備

考
（
そ

の
他

）

障
害

児
支

援
の

提
供

体
制

の
充

実
及

び
質

の
向

上
○

法
定

研
修

の
実

施
等

に
よ

る
人

材
の

養
成

及
び

支
援

の
質

の
向

上
○

各
種

法
定

研
修

の
開

催
等

・サ
ー

ビ
ス

管
理

責
任

者
・児

童
発

達
支

援
管

理
責

任
者

基
礎

研
修

の
実

施
※

中
央

福
祉

相
談

セ
ン

タ
ー

　
（基

礎
研

修
）修

了
者

：3
09

人
  

（実
践

研
修

）修
了

者
：2

42
人

　
（更

新
研

修
）修

了
者

 ：
19

7人
・国

が
実

施
す

る
サ

ー
ビ

ス
管

理
責

任
者

・児
童

発
達

支
援

管
理

責
任

者
指

導
者

養
成

研
修

へ
の

職
員

派
遣

・専
門

コ
ー

ス
別

研
修

の
実

施
（講

義
R

7.
6.

20
、

演
習

R
7
.6

.2
5
）

※
中

央
福

祉
相

談
セ

ン
タ

ー
実

施
 　

受
講

者
：3

3人
、

講
義

の
み

（オ
ン

デ
マ

ン
ド

）：
71

人

・
児

童
発

達
支

援
管

理
責

任
者

の
養

成
、

資
質

向
上

に
つ

な
が

っ
た

。
・
専

門
コ

ー
ス

別
研

修
は

、
相

談
支

援
専

門
員

と
児

童
発

達
支

援
管

理
責

任
者

の
両

方
を

対
象

と
し

、
相

互
の

役
割

理
解

や
協

働
関

係
の

構
築

に
つ

な
が

っ
た

。

○
法

定
研

修
の

実
施

等
に

よ
る

人
材

養
成

及
び

支
援

の
質

の
向

上

難
聴

児
の

早
期

支
援

体
制

の
整

備
○

関
係

機
関

の
連

携
強

化
及

び
中

核
的

機
能

を
有

す
る

体
制

の
充

実
○

難
聴

児
早

期
支

援
等

体
制

整
備

推
進

協
議

会
の

開
催

（
R

8
.3

.1
6
）

○
難

聴
児

支
援

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

に
よ

る
家

族
、

関
係

機
関

等
へ

の
相

談
支

援
、

助
言

、
連

絡
調

整
等

の
実

施
（随

時
）

○
支

援
者

向
け

研
修

の
実

施
（R

8.
3～

H
P

上
に

公
開

）

・
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
配

置
に

よ
り

、
難

聴
児

及
び

家
族

の
支

援
体

制
を

強
化

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
・
地

域
の

体
制

整
備

に
向

け
、

聾
学

校
と

連
携

し
た

市
町

村
等

支
援

が
必

要
。

○
市

町
村

を
中

心
と

し
た

支
援

体
制

の
充

実
に

向
け

た
広

域
的

・
専

門
的

支
援

の
実

施

　
障

害
児

支
援

の
提

供
体

制
の

整
備

等
　

（
対

応
部

会
等

：
療

育
支

援
部

会
、

難
聴

児
早

期
支

援
等

体
制

整
備

推
進

協
議

会
、

障
害

者
地

域
生

活
支

援
体

制
整

備
事

業
）

医
療

的
ケ

ア
児

、
重

症
心

身
障

害
児

者
等

の
支

援
体

制
の

充
実

○
医

療
的

ケ
ア

児
等

の
実

態
把

握
及

び
地

域
に

お
け

る
支

援
体

制
の

充
実

に
向

け
た

、
専

門
的

・広
域

的
な

支
援

の
実

施

○
医

療
的

ケ
ア

児
等

実
態

調
査

結
果

の
分

析
及

び
公

表
○

市
町

村
担

当
者

会
議

の
開

催
（R

7.
12

）
　

 参
加

者
：1

16
人

○
療

育
支

援
部

会
の

開
催

（R
8.

2.
27

）
○

レ
ス

パ
イ

ト
体

制
の

整
備

に
向

け
た

医
療

機
関

等
と

の
意

見
交

換
の

実
施

○
医

療
的

ケ
ア

児
支

援
セ

ン
タ

ー
に

よ
る

支
援

 ・
本

人
・家

族
、

関
係

機
関

等
へ

の
相

談
支

援
、

助
言

、
連

絡
調

整
等

○
災

害
時

の
個

別
避

難
計

画
策

定
等

の
促

進
(防

災
局

と
共

同
）

 ・
市

町
村

等
研

修
会

の
開

催
（R

7.
7.

31
、

R
8.

3.
2）

○
研

修
実

施
 ・

医
療

的
ケ

ア
児

等
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
養

成
研

修
（R

7
.1

1
）

　
 修

了
者

：2
4人

 ・
医

療
的

ケ
ア

児
等

支
援

者
養

成
研

修
（R

8.
2～

3オ
ン

デ
マ

ン
ド

配
信

）
  

 受
講

者
：5

8人

・
実

態
調

査
の

実
施

に
よ

り
、

県
内

に
お

け
る

医
療

的
ケ

ア
児

等
の

状
況

を
把

握
で

き
、

各
地

域
に

お
け

る
個

別
支

援
に

活
用

し
て

も
ら

う
こ

と
が

で
き

た
。

・
市

町
村

会
議

を
通

じ
て

、
医

療
的

ケ
ア

児
等

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

の
配

置
促

進
及

び
支

援
の

好
事

例
の

横
展

開
を

図
る

こ
と

が
で

き
た

。
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
の

配
置

及
び

活
用

に
つ

い
て

、
引

き
続

き
働

き
か

け
が

必
要

。
・
レ

ス
パ

イ
ト

サ
ー

ビ
ス

の
拡

充
に

向
け

、
医

療
機

関
等

へ
の

働
き

か
け

が
必

要
。

・
市

町
村

に
お

け
る

災
害

時
の

避
難

行
動

要
支

援
者

名
簿

の
登

録
、

個
別

避
難

計
画

策
定

の
促

進
が

必
要

。

○
市

町
村

に
お

け
る

支
援

体
制

の
充

実
・
強

化
に

向
け

た
専

門
的

・
広

域
的

支
援

の
実

施
○

レ
ス

パ
イ

ト
サ

ー
ビ

ス
等

の
拡

充

協
議

事
項

⑤
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課
題

取
組
方
針

令
和
７
年
度
の
取
組
内
容

令
和
７
年
度
の
取
組
へ
の
評
価

令
和
８
年
度
に
向
け
た
課
題
等

令
和
８
年
度
取
組
方
針
（
案
）

備
考
（
そ
の
他
）

身
近
な
地
域
で
適
切
な
支
援
を
行
う
た

め
の
支
援
体
制
及
び
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

に
応
じ
た
切
れ
目
の
な
い
支
援
・
連
携

体
制
の
構
築

○
市
町
村
を
中
心
と
し
た
相
談
支

援
体
制
の
充
実
に
向
け
た
専
門

的
・
広
域
的
支
援

○
体
制
整
備
に
向
け
た
取
組
の
検

討 ○
関
係
機
関
の
対
応
力
向
上
及
び

連
携
強
化

○
発
達
障
害
の
理
解
促
進

○
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
専
門
的
・
広
域
的
支
援

・
本
人
、
家
族
、
関
係
機
関
等
へ
の
相
談
支
援
、
連
絡
調
整
、
家
族
支
援
（
ペ
ア
レ
ン

ト
メ
ン
タ
ー
派
遣
等
）
等
の
実
施

○
発
達
障
害
者
支
援
体
制
整
備
検
討
委
員
会
の
開
催
（
R
7
.3
.1
9
）

○
地
域
の
支
援
体
制
の
把
握

・
発
達
障
害
児
者
支
援
に
関
す
る
市
町
村
基
礎
調
査
の
実
施

・
医
療
機
関
調
査
の
実
施
（
R
8
.3
末
公
表
）

○
各
種
会
議
・
研
修
等
の
開
催

・
ペ
ア
レ
ン
ト
・
メ
ン
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
（
R
7
.1
2
.2
）

　
参
加
者
：
1
3
人

・
連
携
体
制
説
明
会
（
R
8
.1
.2
8
）

　
参
加
者
：
2
1
7
人

・
医
師
等
医
療
従
事
者
向
け
研
修
会
（
R
8
.3
資
料
送
付
）

　
参
加
者
：
4
8
人

○
普
及
・
啓
発

・
世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
及
び
発
達
障
害
啓
発
週
間
に
お
け
る
普
及
啓
発
イ
ベ
ン
ト

等
の
実
施
（
R
7
.4
）

・
各
種
会
議
、
研
修
の
開
催
に
よ

り
、
発
達
障
害
等
へ
の
対
応
力

の
向
上
や
関
係
機
関
の
連
携
強

化
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

・
発
達
障
害
の
診
療
を
行
っ
て
い

る
医
療
機
関
の
現
状
を
把
握

し
、
当
事
者
等
へ
の
情
報
提
供

や
支
援
に
活
か
す
こ
と
が
で
き

た
。

〇
市
町
村
を
中
心
と
し
た
相
談

支
援
体
制
の
充
実
に
向
け
た
専

門
的
・
広
域
的
支
援
の
継
続

〇
関
係
機
関
の
対
応
力
向
上
及

び
連
携
強
化

強
度
行
動
障
害
を
有
す
る
者
の
支
援

体
制
の
充
実

○
強
度
行
動
障
害
を
有
す
る
者
の

支
援
体
制
の
強
化

○
強
度
行
動
障
害
支
援
者
養
成
研
修
の
実
施

・
基
礎
研
修
（
R
7
.9
.1
0
～
1
1
：
上
越
、
9
.1
1
～
1
2
：
新
潟
）
修
了
者
：
3
3
4
人

・
実
践
研
修
(R
7
.1
1
.1
～
2
：
上
越
、
1
1
.1
7
～
1
8
:新
潟
）
修
了
者
：
3
0
3
人

・
実
践
研
修
了
者
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
（
R
8
.2
～
3
：
結
果
集
計

中
）

○
強
度
行
動
障
害
地
域
支
援
力
強
化
事
業

・
強
度
行
動
障
害
の
状
態
に
あ
る
方
を
受
入
れ
る
事
業
所
等
に
対
す
る
コ
ン
サ
ル

テ
ー
シ
ョ
ン
等
に
よ
り
、
事
業
所
等
の
対
応
力
を
強
化
。

　
対
応
ケ
ー
ス
数
：
2
1
件
（
R
8
.2
末
）

○
中
核
的
支
援
人
材
養
成
研
修
（
国
研
修
）
へ
の
派
遣
（
３
人
）

・
強
度
行
動
障
害
に
対
す
る
理

解
の
普
及
、
支
援
者
の
育
成
、

事
業
所
に
お
け
る
支
援
の
向
上

を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

・
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
踏
ま
え
、

研
修
効
果
や
事
業
所
に
お
け
る

受
入
れ
状
況
を
把
握
し
、
今
後

の
支
援
施
策
の
検
討
に
活
用
す

る
。

〇
強
度
行
動
障
害
の
状
態
に
あ

る
方
へ
の
支
援
者
の
育
成
及
び

事
業
所
に
お
け
る
対
応
力
の
向

上

　
発
達
障
害
者
支
援
体
制
の
整
備

　
（
対
応
部
会
等
：
発
達
障
害
者
支
援
体
制
整
備
検
討
委
員
会
）

協
議
事
項
⑥
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課
題

取
組
方
針

令
和
７
年
度
の
取
組
内
容

令
和
７
年
度
の
取
組
へ
の
評
価

令
和
８
年
度
に
向
け
た
課
題
等

令
和
８
年
度
取
組
方
針
（
案
）

備
考
（
そ
の
他
）

医
療
福
祉
教
育
関
係
者
の
高
次
脳
機

能
障
害
支
援
に
お
け
る
対
応
力
の
向

上
と
地
域
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

○
関
係
機
関
と
の
支
援
体
制
構
築

及
び
人
材
育
成

○
「
高
次
脳
機
能
障
害
支
援
養
成
研
修
」
の
開
催

・
受
講
者
数
　
区
分
A
（
加
算
算
定
対
象
者
）
　
3
0
名

　
　
　
　
　
　
　
　
区
分
B
（
講
義
部
分
の
み
受
講
）
　
9
1
名

・
基
礎
研
修
　
講
義
：
R
7
.7
.1
～
R
7
.7
.3
1
（
Y
o
u
tu
be
に
よ
る
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
）

　
　
　
　
　
　
　
　
演
習
：
R
7
.9
.8
～
R
7
.9
.9
（
新
潟
ふ
れ
愛
プ
ラ
ザ
）

・
実
践
研
修
　
講
義
：
R
7
.1
0
.1
～
R
7
.1
0
.3
1
（
基
礎
研
修
に
同
じ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
演
習
：
R
7
.1
2
.1
6
～
R
7
.1
2
.1
7
（
新
潟
ふ
れ
愛
プ
ラ
ザ
）

○
「
圏
域
別
支
援
従
事
者
研
修
会
」
の
開
催
（
７
圏
域
）

○
地
域
拠
点
連
絡
会
議
の
開
催

・
第
１
回
　
R
7
.5
.2
6
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）

・
第
２
回
　
R
8
.3
.1
6
（
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

〇
高
次
脳
機
能
障
害
支
援
養

成
研
修

・
受
講
対
象
者
に
つ
い
て
、
加

算
算
定
を
目
的
と
し
た
方
を
主

と
し
た
が
、
講
義
部
分
に
つ
い

て
は
、
受
講
対
象
者
を
絞
ら

ず
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
と
し
た

こ
と
で
、
幅
広
い
分
野
の
方
か

ら
受
講
し
て
い
た
だ
け
た
。

・
国
立
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
研
修
パ
ッ

ケ
ー
ジ
を
活
用
し
、
研
修
を
実

施
し
た
が
、
テ
キ
ス
ト
内
容
が
本

県
の
受
講
対
象
者
や
地
域
性
と

そ
ぐ
わ
な
い
こ
と
も
あ
り
、
再
考

が
必
要
で
あ
る
。

○
関
係
機
関
と
の
支
援
体
制
構

築
及
び
人
材
育
成

○
高
次
脳
機
能
障
害
支
援
養
成
研

修
の
開
催

○
各
地
域
で
の
支
援
従
事
者
研
修

会 ○
（
新
規
）
リ
ハ
職
に
よ
る
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
派
遣

〇
高
次
脳
機
能
障
害
者
支
援
法
の

公
布
・
施
行
に
伴
う
体
制
等
の
見

直
し

・
高
次
脳
機
能
障
害
者
支
援
セ
ン

タ
ー
の
設
置

・
高
次
脳
機
能
障
害
者
支
援
地
域

協
議
会
の
設
置

・
専
門
医
療
機
関
の
確
保
等

・
大
都
市
特
例
に
伴
う
指
定
都
市

へ
の
権
限
移
譲

高
次
脳
機
能
障
害
に
関
す
る
理
解
の

促
進
、
身
近
な
地
域
で
必
要
な
支
援

が
受
け
ら
れ
る
体
制
整
備
の
推
進

○
当
事
者
・
家
族
が
集
う
場
の
提

供 〇
高
次
脳
機
能
障
害
に
関
す
る
普

及
啓
発
・
情
報
発
信
の
推
進

○
「
当
事
者
の
つ
ど
い
」
「
家
族
の
つ
ど
い
」
の
開
催

・
当
事
者
の
つ
ど
い
（
２
か
所
、
計
４
回
、
延
べ
2
8
人
）

・
家
族
の
つ
ど
い
（
６
か
所
、
計
1
3
回
、
延
べ
9
3
人
）

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
情
報
掲
載
（
「
対
応
可
能
な
医
療
機
関
一
覧
」
等
）
、
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
の
配
布
、
市
町
村
広
報
誌
へ
の
事
業
掲
載
依
頼

○
「
対
応
可
能
な
医
療
機
関
一
覧
」
の
更
新
作
業
（
R
8
.3
末
更
新
予
定
）

〇
高
次
脳
機
能
障
害
友
の
会
全
国
大
会
2
0
2
6
in
新
潟
の
準
備
協
力

〇
各
種
つ
ど
い

・
い
ず
れ
の
つ
ど
い
で
も
、
参
加

者
同
士
の
語
り
合
い
が
活
発
に

行
わ
れ
、
家
族
の
負
担
感
の
軽

減
等
の
目
的
は
概
ね
達
成
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
で
、

地
域
で
開
催
し
て
い
る
も
の
に

つ
い
て
は
参
加
者
が
い
な
い
と

こ
ろ
も
あ
り
、
地
域
ご
と
に
あ
り

方
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

○
当
事
者
・
家
族
が
集
う
場
の

提
供

〇
高
次
脳
機
能
障
害
に
関
す
る

普
及
啓
発
・
情
報
発
信
の
推
進

○
当
事
者
・
家
族
が
集
う
場

の
提
供

・
「
当
事
者
の
つ
ど
い
」
「
家
族

の
つ
ど
い
」
の
継
続
開
催

・
家
族
等
向
け
勉
強
会
の
実
施

○
高
次
脳
機
能
障
害
に
関

す
る
普
及
啓
発
・
情
報
発
信

の
推
進

・
全
国
大
会
開
催
に
関
す
る
運
営

支
援

　
高
次
脳
機
能
障
害
者
支
援
体
制
の
整
備

　
（
対
応
部
会
等
：
高
次
脳
機
能
障
害
支
援
拠
点
運
営
委
員
会
、
高
次
脳
機
能
障
害
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
）

協
議
事
項
⑦
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課
題

取
組

方
針

令
和

７
年

度
の

取
組

内
容

令
和

７
年

度
の

取
組

へ
の

評
価

令
和

８
年

度
に

向
け

た
課

題
等

令
和

８
年

度
取

組
方

針
（
案

）
備

考
（
そ

の
他

）

障
害

者
虐

待
の

防
止

○
虐

待
相

談
窓

口
の

対
応

強
化

○
障

害
者

施
設

・
事

業
所

に
お

け
る

虐
待

防
止

対
策

の
強

化

○
障

害
者

権
利

擁
護

セ
ン

タ
ー

に
よ

る
市

町
村

等
支

援
・
困

難
事

例
等

へ
の

助
言

（
随

時
）

・
支

援
専

門
委

員
の

派
遣

。
2
件

、
5
人

（
R

8
.2

末
時

点
）

・
専

門
職

団
体

、
労

働
局

主
催

研
修

へ
の

講
師

派
遣

。
○

研
修

・
人

材
養

成
・
障

害
者

虐
待

防
止

・
権

利
擁

護
指

導
者

研
修

（
国

研
修

）
へ

の
派

遣
(講

師
・
受

講
者

）
・
県

障
害

者
虐

待
防

止
・
権

利
擁

護
研

修
（
県

研
修

）
の

開
催

（
中

央
福

祉
相

談
セ

ン
タ

ー
）

・
市

町
村

コ
ー

ス
（
R

7
.6

.1
2
開

催
）
　

受
講

者
　

2
5
名

・
施

設
従

事
者

等
コ

ー
ス

（
R

7
.1

2
開

催
予

定
）
　

受
講

者
　

1
1
3
名

○
普

及
啓

発
・
虐

待
防

止
に

係
る

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

の
配

布

・
経

験
が

少
な

い
市

町
村

を
支

援
す

る
こ

と
に

よ
り

、
市

町
村

に
お

け
る

虐
待

事
案

へ
の

適
切

な
対

応
に

つ
な

が
っ

た
。

・
広

域
調

整
が

必
要

な
ケ

ー
ス

の
対

応
等

に
つ

い
て

整
理

が
必

要
。

・
研

修
実

施
を

通
じ

て
、

虐
待

防
止

や
権

利
擁

護
の

意
識

啓
発

を
図

る
こ

と
が

で
き

た
。

施
設

従
事

者
虐

待
の

件
数

は
増

加
し

て
い

る
た

め
、

引
き

続
き

啓
発

が
必

要
。

・
市

町
村

コ
ー

ス
は

、
新

任
職

員
等

が
速

や
か

に
対

応
で

き
る

よ
う

、
年

度
の

早
い

時
期

に
実

施
し

た
。

未
受

講
の

市
町

村
も

あ
る

た
め

、
受

講
勧

奨
が

必
要

。

〇
虐

待
相

談
窓

口
の

対
応

強
化

〇
障

害
者

施
設

・
事

業
所

に
お

け
る

虐
待

防
止

対
策

の
強

化

障
害

を
理

由
と

す
る

差
別

の
解

消
○

相
談

件
数

及
び

事
例

の
収

集
、

共
有

○
障

害
者

差
別

解
消

法
及

び
「
新

潟
県

障
害

を
理

由
と

す
る

差
別

の
解

消
の

推
進

に
関

す
る

条
例

」
 の

周
知

な
ら

び
に

障
害

に
対

す
る

理
解

の
促

進

〇
相

談
支

援
体

制
の

強
化

・障
害

者
権

利
擁

護
セ

ン
タ

ー
に

よ
る

市
町

村
や

相
談

機
関

に
対

す
る

専
門

的
及

び
技

術
的

援
助

や
、

そ
れ

ら
の

業
務

を
適

正
・確

実
に

行
う

た
め

の
広

域
専

門
相

談
員

の
派

遣
な

ど
、

相
談

に
適

切
に

対
応

す
る

た
め

の
相

談
体

制
を

強
化

。
〇

相
談

窓
口

の
周

知
、

利
用

促
進

・相
談

窓
口

の
利

用
促

進
を

図
る

た
め

、
県

内
の

相
談

窓
口

一
覧

を
県

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
で

周
知

。
○

相
談

件
数

及
び

事
例

を
収

集
し

、
好

事
例

や
差

別
的

取
扱

い
等

の
具

体
例

に
つ

い
て

市
町

村
等

と
情

報
共

有
　

【実
績

】
　

　
①

市
町

村
等

障
害

福
祉

事
務

担
当

課
長

会
議

（R
7.

4.
18

）
　

　
②

自
立

支
援

協
議

会
権

利
擁

護
部

会
（
R

7
.1

1
.2

7
）

○
障

害
や

障
害

者
に

対
す

る
理

解
促

進
を

図
る

た
め

、
差

別
解

消
条

例
を

含
め

、
障

害
を

理
由

と
す

る
差

別
解

消
に

つ
い

て
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
の

掲
載

や
出

前
講

座
で

の
講

義
等

に
よ

り
周

知
啓

発
　

【実
績

】
　

　
①

県
H

P
に

お
け

る
周

知
啓

発
（『

障
害

を
理

由
と

す
る

差
別

の
解

消
に

　
　

　
向

け
て

』等
）

　
　

②
県

政
出

前
講

座
で

の
周

知
啓

発
（新

潟
県

経
営

者
協

会
、

新
潟

県
　

　
　

手
を

つ
な

ぐ
育

成
会

等
計

1
0回

）
　

　
③

障
害

者
週

間
（
12

/3
～

12
/9

）に
お

け
る

ポ
ス

タ
ー

掲
示

や
X
投

稿
、

　
　

　
知

事
出

演
ラ

ジ
オ

等
に

よ
る

周
知

啓
発

　
等

　
　

④
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
作

成
、

動
画

の
制

作
及

び
配

信

○
条

例
に

定
め

る
広

域
専

門
相

談
員

を
配

置
す

る
等

、
相

談
支

援
体

制
を

整
備

で
き

た
。

○
市

町
村

担
当

者
向

け
の

会
議

の
場

等
に

お
い

て
、

合
理

的
配

慮
の

提
供

及
び

不
当

な
差

別
的

取
扱

い
の

具
体

例
等

を
市

町
村

等
と

共
有

し
、

理
解

促
進

を
図

る
こ

と
が

で
き

た
。

○
障

害
を

理
由

と
す

る
差

別
解

消
の

推
進

に
つ

い
て

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

お
け

る
周

知
や

出
前

講
座

、
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
及

び
動

画
制

作
等

に
よ

り
、

県
民

及
び

事
業

者
等

の
理

解
促

進
を

図
る

こ
と

が
で

き
た

。
○

条
例

の
内

容
を

含
め

、
差

別
解

消
に

つ
い

て
一

定
の

周
知

活
動

を
行

う
こ

と
が

で
き

た
た

め
、

引
き

続
き

、
差

別
解

消
の

啓
発

活
動

等
を

適
切

に
行

う
と

と
も

に
、

市
町

村
や

事
業

者
等

の
更

な
る

理
解

促
進

を
図

る
。

○
相

談
件

数
及

び
事

例
の

収
集

、
共

有
○

障
害

者
差

別
解

消
法

及
び

「
新

潟
県

障
害

を
理

由
と

す
る

差
別

の
解

消
の

推
進

に
関

す
る

条
例

」
 の

周
知

な
ら

び
に

障
害

に
対

す
る

理
解

の
促

進

○
県

広
報

媒
体

等
で

の
広

報
や

、
県

民
・
事

業
者

に
対

す
る

講
演

等
の

実
施

な
ど

に
よ

り
、

県
民

等
の

障
害

及
び

障
害

者
に

つ
い

て
の

理
解

促
進

を
図

り
、

障
害

を
理

由
と

す
る

差
別

の
解

消
を

推
進

す
る

。
○

出
前

講
座

で
は

、
県

担
当

者
だ

け
で

は
な

く
、

当
事

者
も

講
師

と
し

て
派

遣
す

る
な

ど
、

当
事

者
の

声
を

講
座

受
講

者
へ

届
け

る
。

○
相

談
事

例
を

適
切

に
分

析
す

る
た

め
、

市
町

村
や

関
係

機
関

を
対

象
に

、
事

例
を

用
い

た
研

修
を

行
う

。
○

相
談

支
援

体
制

が
整

備
さ

れ
、

相
談

し
や

す
い

環
境

で
あ

る
こ

と
を

当
事

者
に

意
識

し
て

も
ら

え
る

よ
う

、
相

談
窓

口
の

継
続

的
な

周
知

を
行

う
。

併
せ

て
、

内
閣

府
掲

載
の

合
理

的
配

慮
の

提
供

事
例

等
も

周
知

し
て

い
く
。

成
年

後
見

制
度

の
利

用
促

進
○

権
利

擁
護

支
援

の
地

域
連

携
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
構

築
に

向
け

た
市

町
村

へ
の

働
き

か
け

の
継

続
○

成
年

後
見

制
度

の
担

い
手

の
育

成

○
市

町
村

等
へ

の
相

談
対

応
及

び
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
派

遣
（
県

社
協

委
託

、
高

齢
福

祉
保

健
課

と
共

同
で

実
施

）
・
相

談
窓

口
の

設
置

や
専

門
的

支
援

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

の
派

遣
等

に
よ

る
、

市
町

村
等

へ
の

中
核

機
関

の
設

置
及

び
地

域
連

携
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
構

築
の

促
進

。
○

成
年

後
見

制
度

の
担

い
手

育
成

方
針

（
R

7
.3

策
定

）
に

基
づ

く
、

研
修

実
施

・
人

材
養

成
（
県

社
協

委
託

、
高

齢
福

祉
保

健
課

と
共

同
で

実
施

）
・
法

人
後

見
事

務
研

修
会

（
R

7
.6

.1
2
）
参

加
者

：
2
0
人

・
法

人
後

見
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

研
修

（
R

7
.1

0
.2

1
)　

参
加

者
：
4
2
人

・
法

人
後

見
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
会

議
（
R

8
.3

.3
）
 参

加
者

：
3
5
人

〇
法

人
後

見
業

務
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
改

訂
（
R

7
.1

）
〇

専
門

職
団

体
と

の
意

見
交

換
会

の
実

施
・
R

7
.1

2
.8

、
R

8
.3

.2
6
（
予

定
）

・
中

核
機

関
未

設
置

の
市

町
村

へ
の

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

派
遣

や
、

市
町

村
ヒ

ア
リ

ン
グ

を
通

じ
て

、
各

市
等

村
の

状
況

把
握

や
、

中
核

機
関

の
設

置
に

向
け

後
押

し
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

・
各

種
研

修
を

通
じ

て
、

支
援

者
の

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

等
に

つ
な

げ
る

こ
と

が
で

き
た

。
・
民

法
改

正
等

に
伴

う
対

応
等

に
注

視
が

必
要

。

〇
権
利
擁
護
支
援
の
地
域
連
携

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
に
向
け
た

市
町
村
支
援

〇
成
年
後
見
制
度
の
担
い
手
の

育
成

　
権

利
擁

護
の

推
進

　
（
対

応
部

会
等

：
権

利
擁

護
部

会
（
障

害
者

差
別

解
消

地
域

支
援

協
議

会
）
）

協
議

事
項

⑧
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相談支援体制 サービス提供体制等

下越
福祉と医療、保健、介護、教育との連
携体制について

・行政の庁内連携について
・家族機能の低下（身寄りがない、キーパーソンになる人がい
ない）への対応

新潟
・圏域内での重層的な相談支援体制の
構築に向けた情報共有
・相談支援体制の充実

・精神科病院の支援情報の共有、精神科病院と地域機関の更な
る連携強化を図る必要がある。
・関係者間の圏域のピアサポート活動充実に向けた関係者の役
割について検討することが必要
・発達障害児・者への身近な地域での支援体制の充実
・医療的ケアを必要とする障害児・障害者の支援体制の構築
・障害特性に応じた就労の促進への支援

県央
・相談支援体制の充実・強化
・緊急時の受け入れ体制

（療育支援部会）
・関係機関と連携した支援体制の充実
・医療的ケア児支援に関する情報共有、体制構築検討
（精神障害にも対応した地域包括ケアシステム構築支援部会）
・地域移行支援・地域定着支援ができる体制の強化・拡充
・圏域の目指す姿の実現にむけた取組内容の検討や振り返りの
ための協議の場の確保
・ピアサポート活動の普及啓発、当事者が活躍できる場の提供
（これからの就労を考えるネットワーク会議）
・障害者雇用を取り巻く環境の変化により、支援対象者が職場
定着への課題や不安を抱えている。
・支援対象者に精神障害者や発達障害者が増加している中、職
業準備性が不足している当事者が多い傾向にある。
　自己受容しながら準備性を整えるために訓練の必要性があっ
ても当事者自身を取り巻く環境等から訓練に繋がらないこと、
準備不足のまま就職に送り出さなければならない現状にある。
　その結果、早期の離職に繋がり職場定着に至らない課題があ
る。
・就労移行支援事業所は、利用者確保のため支援スキル向上に
努めているが、利用者数減により送り出す障害者が少なくなっ
ている課題がある。

中越

・相談支援機能強化、質の向上と同時
に、相談支援専門員、事業所の負担軽
減のバランスを保てる体制づくり。
・相談件数増加と、内容も多様で複雑
化する状況の中、対応する人材の不足
やスキルの未熟、モチベーションの維
持も課題であるため、スキルアップを
図る機会の確保とともに、離職を防ぐ
ための環境整備が必要。

・強度行動障がい者（児）、精神障害者（児）への支援など
で、困難ケース対応のための情報共有。
・重層的支援体制づくり。権利擁護、地域の理解、就労機会の
拡大に向けた、地域内組織の日常的な連携。
・会議や研修会の企画開催にあたっては、参集機関（行政や事
業所など）が多忙な中、効率的・効果的な開催スタイルや、内
容の精査、また関連する資料作成の負担軽減にも配慮しながら
開催目的が達成されるよう意識して進めているが、市町村、圏
域、県の会議・研修が一定期間内に集中することもあり、日程
調整には依然として苦慮している。
・当圏域は構成市町村の規模や体制が様々な状況ではあるが、
会議や研修の場に限らず、日常的に気軽に関係者間の情報交換
ができる関係づくりを目指したい。

各圏域の課題 協議事項⑨
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相談支援体制 サービス提供体制等

魚沼
相談支援専門員の人員不足及び資質向
上

・障害児・者への支援のための障害福祉サービスの不足（Ｇ
Ｈ、日中活動、障害児）
・重症心身障害児・者や医療的ケアが必要な人への支援体制や
地域生活拠点等の整備
・年間を通じた移動手段の確保及び移動サービスの不足
・就労支援体制の充実強化
・高齢精神障害への支援および障害福祉分野と高齢福祉分野の
連携
・市町の精神保健相談支援体制の整備
・行動障害等を理由とする事業所の利用制限事例

上越

相談支援専門員が抱えるケース数の増
加、課題の多様化・複雑化等に伴い、
利用申請からサービス利用までに時間
を要するケースが少なくない。

・グループホームの整備は進みつつあるが、重度障害者対応の
居住サービスが不十分。
・家族支援も含めた障害児支援（特に重度・医療的ケア児）の
一層の充実が必要。
・児童期からライフステージ毎の途切れのない支援体制構築の
ため、福祉・医療・教育等の関係機関の連携や協働の強化が求
められている。
・精神障害をもつ方の地域での生活を支援するための社会資源
及び支援体制が、まだ十分ではない状況である。
地域住民に対する普及啓発について、より幅広い層に伝わる取
組が求められている。

佐渡
・地域生活支援拠点等の充実
・相談支援体制の充実

・精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築
・就労支援の充実
・障害への理解促進と権利擁護の推進
・ひきこもりや不登校の当事者への支援
・障害者の住宅入居支援
・教育分野と福祉分野の連携・児童を支えるサービス体制の充
実
・医療的ケア児を含む障害児の支援・こどもアドボケイトの推
進
・生活介護の不足に関する協議

【参考】
新潟市

計画相談(児相談)事業所・相談支援専
門員の人材育成

・入所待機者の解消(特に強度行動障がい者の地域生活の継続に
向けた支援体制の充実)
・多職種連携による重度心身障がい児者・医療的ケア児者及び
その家族に対する支援の充実
・障がい児の支援に係る家庭・学校・福祉等、関係機関の一層
の連携強化
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